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研究要旨 
【背景と目的】サルコイドーシスにおける肺病変の臨床経過と関連する因子について過去数十年にわたって
検討されてきたが、最近はまとまった報告がない。本研究ではサルコイドーシスにおける肺病変の臨床経過
と陰影消失関連する因子を検討し、過去の報告と比較検討を行った。【方法】2000 年から 2009 年の間に札幌
市で新規診断された肺病変を有する日本人サルコイドーシス患者 306 人を対象として、初診時と診断から 2
年後、5年後の胸部 X線所見を後視的に評価し、陰影の消失率を調査し、陰影消失に関連する臨床的特徴につ
いても検討した。【結果】肺病変の消失率は 2年後で 17.9％、5年後で 29.9％と過去の報告よりも低い数値で
あった。若年で陰影がより消失しやすく、肺外病変のないサルコイドーシス患者では 5 年後の陰影消失率が
高かった。【結論】サルコイドーシスにおける肺病変の陰影消失は年齢と強い関連を認め、過去の報告よりも
陰影が消失しにくい傾向にあり、サルコイドーシス患者の年齢が高齢化社会に伴い高くなったことを反映し
ている可能性が考えられた。 

 
A. 研究目的 
サルコイドーシスは原因不明の全身性炎症性肉芽腫
性疾患で、性別や年齢、人種などと関連して多様な
病像を呈する[1]。サルコイドーシスの肺病変に関し
ては、年齢や胸部 X線所見(Scadding の分類)、肺外
病変の有無が陰影消失と関連することが報告されて
いる[2,3]。しかし、過去 10 年以上肺病変の臨床経
過を検討した報告はなく、人口動態の変化に伴って
臨床経過の病像も変化している可能性が考えられる。
そこで本研究では肺病変を有するサルコイドーシス
患者の胸部 X 線所見とその後の陰影の経過について
検討することを目的とした。 
 
B. 研究方法 
1. 対象 
2000 年 1月から 2009年 12 月の間に新規診断された
肺サルコイドーシス患者 306 名を対象とした。サル
コイドーシスの診断は、ATS/ERS/WASOG のガイドラ
インに従って病理組織学的になされた[1]。 
2. 罹患臓器の定義 
肺病変は初診時の胸部レントゲン写真を用いて
Scadding system に従って分類された（Stage 0～
Stage IV）[4]。眼病変と皮膚病変の有無は自覚症状
とそれぞれの眼科專門医によって判断された。心臓
病変の有無は厚生労働省の診断の手引にしたがって
判断した[5]。 
3. 肺病変の臨床経過 
胸部 X線所見は初診時、2年後、5年後でそれぞれ評
価し、陰影が消失した対象を消失群、陰影が残存し
ている対象を残存群として定義した。 
4. 統計分析 
統計学的解析は統計ソフト JMP version 11(SAS 
Institute Inc., Cary, NC, USA)と R version 3.1.0 
(http://www.R-project.org/)を用いた[6]。カテゴ
リ ー 変 数 は χ2-test を 用 い 、 連 続 変 数 は
Mann-Whitney U test を用いた。陰影消失関連する

因子の検討については、消失群と残存群についてロ
ジスティック回帰分析を用いて評価した。全ての統
計学的な比較は両側検定とし、p値が 0.05 以下であ
る場合を統計学的に有意とした。 
 
C. 結果 
1. 対象の特徴 
表 1 に対象の特徴を示した。男性 126 名、女性 180
名で、診断時の中央値年齢は 45 歳であった。年齢分
布は 25-30 歳と 50-59 歳をピークに二峰性の分布を
示した（図１）。表２に２年後、５年後の胸部 X線評
価が可能であった対象の特徴を示した。55 例
（18.0％）は２年後評価のデータが得られず、82例
（26.8％）は 5 年後評価が得られなかった。評価が
得られなかった脱落群は評価できた評価可能群と比
べ若年で喫煙者が多かった。 
２．胸部 X線所見の陰影消失の経過 
表３に消失群と残存群の臨床的特徴を示した。２年
後の評価では 251 名のうち 45名（17.9％）に陰影消
失を認め、5 年後の評価では、224 名のうち 67 名
（29.9％）に陰影消失を認めた。消失群の中央地年
齢は、残存群と比べて有意に低かった（2年後評価：
30 歳 vs. 49 歳、p=0.002、5 年後評価：34歳 vs. 51
歳、p=0.001）。全身ステロイドが投与された割合は
診断から 5 年の間に投与された割合は消失群で有意
に低かった（p=0.023）。 
3. 陰影消失と関連する臨床パラメータ 
図２に性別、年齢（40 歳以上、40 歳未満）、胸部 X
線分類、肺外病変の有無で層別化した各群における
陰影消失率を示した。性別、胸部 X 線分類は陰影消
失と関連を認めなかったが、若年群（40 歳未満）の
消失率が有意に高かった（2 年後評価：24.8％ vs. 
12.7%、p=0.019、5 年後評価：38.3% vs. 23.8%、
p=0.026）。5 年後評価では肺外病変がある群では陰
影消失率が低かった（42.6% vs. 25.8%、p=0.020）。
多変量解析では、2 年後の陰影消失に対して女性、
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若年（40 歳未満）であるとオッズ比が低く、5 年後
の陰影消に対しては、女性、肺外病変がないとオッ
ズ比が低いことが示された（表４）。 
 
D. 考察 
肺病変の消失率に関連する因子の検討はこれまでに
なされてきたが、日本からは２つの報告がある[7,8]。
長井らは10年間経過を追えた337名のサルコイドー
シス患者の陰影消失率率は 1年で 34％、3年で 64％
としている。本研究における陰影消失率は 2 年後で
17.9％、5 年後で 29.9％と過去の報告よりも低かっ
たが、既報の中央値年齢が 30歳であるのに対し、45
歳と高齢であったことが理由の１つとして考えられ
る。年齢が肺病変の消失率と関連することはこれま
でに報告されているが、今回の結果は日本の人口動
態が高齢化していることを反映した可能性が推測さ
れる[9]。しかしながら、40 歳未満の若年者に着目
してもなお、5 年後の陰影消失率は既報の 38.3％に
対し、24.8％と低値であった。これは年齢以外の因
子の関与が考えられ、2年後の陰影消失には性別、5
年後の陰影消失には肺外病変の有無が関与した可能
性が考えられる。森本らは過去 50 年でのサルコイド
ーシス患者の臨床的特徴は、女性の割合の増加や肺
外病変である皮膚病変の増加など変化していること
を報告しており、本研究結果の解離もこれに合致す
る[10]。また過去からの環境の変化の影響も考えら
れた。 
特筆すべきことに、2 年後の肺病変消失群において
は、いずれの症例も 5 年後の評価で陰影出現を認め
なかった。短期間で自然寛解した臓器については再
発しにくいことが示唆され、5 年以上の経過を追え
ていないが、サルコイドーシスにおける臓器特異的
な免疫寛容が存在する可能性が推測された。 
本研究では 2 年後の評価で 18.0％、5 年後の評価で
26.8％の症例においてデータが得られず評価できな
かった。評価から脱落した対象群は若年で肺外病変
のない症例が多かったことから陰影消失しやすい症
例が欠落した可能性が考えられる。しかし、脱落症
例が陰影消失したと仮定しても、陰影消失率は 2 年
後、5年後それぞれ 32.7%（100（45+55）名/306 名）、
48.7％（149（67+82）名/306 名）となお高くはなか
った。また今回の検討では、評価期間中に全身ステ
ロイドを投与した患者が含まれており、陰影消失に
影響を与えた可能性がある。その他の限界として、
社会階級や職業歴などの交絡因子が考慮されていな
いこと、肺外病変については眼・皮膚心臓の 3 病変
しか考慮されていないことがあげられる。 
 本研究では日本人サルコイドーシス患者における
は病変の消失率は以前ほど高くはなく、高齢化など
人口動態の変化や臨床的背景の変化が関連している
可能性が示唆された。 
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